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研修時間 

２０分間 

主な内容 

○ 具体的な長期・短期目標を踏まえ、具体的な指導や支援の方法を見出し、共通理解を図る研修 

 

手   順 

準   備 ・「Ⅰ-２実態把握、支援方法の検討」（研修時間２０分間）シート（実施済み） 

・「Ⅱ-１個別の指導計画の作成」シート 
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２分 １ 研修のねらいの確認 

・長期・短期目標を設定する上での共通理解の重要性について考える。 

 

２分 ２ 研修方法の説明 

○ グループ協議の進め方について 

・同じ学年でグループをつくり、協議する。 

 

９分 

 

 

 

 

 

 

 

４分 

３ シートを活用した演習 

① グループ協議 

・「Ⅰ-２実態把握、支援方法の検討」シートを活用した研修を生かして、「子ど

ものよさ」を記入する。 

・「よさ」を踏まえ、「目標」を決める。 

・「よさ」を伸ばす「場面」や「指導や支援の

内容、方法」を協議して決める。 

② 全体交流 

・シートを実物投影機で映し、全体で交流する。 

 

３分 ４ まとめ・振り返り 

事後の取組 ○ 記入したシートをコピーして配付し、指導・支援の内容の共有化を図る。 

 

「校内研修プログラム」の活用事例 

～指導・支援の共有化を目指した校内研修～ 

 【活用するシート】 
Ⅱ―１ 個別の指導計画の作成 

 ○ 「１年後になってほしい姿」を想像してみることで、今取り組まなければいけないこと

が見えたように思いました。 

○ 今後、教員間で何について情報交換していったらよいのか分かりやすくなりました。 

ここがポイント！ 

よさを伸ばすという観点から

検討することが重要です。 


